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〈本論文の問題意識〉
本論文は、昭和期に入り、日本政府・軍部による本格的な中国大陸進出の結果としての済
南事件・張作霖爆殺事件が起こった一九二八年から、平成期に入り天皇が初めて中国の土を
踏んだ一九九二年までの日中関係史の中で「天皇」に焦点に当てて、天皇が持つ意味を問う
ものである。戦前・戦中の近代日本外交史の中で、日本首脳部にとって中国問題は常に最も
重要な関心事項の一つであり、天皇や宮中側近も例外なく中国問題への関心を高めた。本論
文では二〇一四年九月九日に公刊された昭和天皇の公式記録「昭和天皇実録」を最大限利用
したが、そこで描かれた戦前・戦中期の天皇の姿は、中国問題で暴走する軍部への疑念、抵
抗、失望の連続であり、戦局の拡大を「やむを得ない」と黙認してしまう無力な現実をさら
け出した。一九四五年の敗戦を転換点に、昭和天皇は戦争の最高責任者として中国に対する
加害行為に反省の気持ちを強く持ち、中国側に自身の反省や「おわび」の気持ちを何とか伝
えようとし、訪中したいという希望を持った。しかし「象徴天皇」と憲法上位置づけられた
制約や、天皇の戦争戦争論が高まることへの懸念などから、天皇の対中国発言・行動は制限
された。
こうした戦前・戦中から戦後にかけての日中関係史の連続性を踏まえた上で、筆者は以下
のような問題意識を持った。
 中国の指導者（本論文では蔣介石、毛沢東、鄧小平を扱う）は戦後、戦前・戦中に「敵」
として戦い、実際に「戦犯」と位置づけた天皇の存在を重視するようになった。特に毛沢東
は一九五六年前後から天皇を自分の対等な立場である「元首」とみなすようになる。中国指
導者は、天皇の中国に対する本心を知って戦後の天皇政策を展開したのだろうか。一つ目の
問題意識として中国側が天皇制と天皇の戦争責任をどう捉えたかを考えた。
結論を言えば、日本留学経験者で日本通の蔣介石は、近現代日本社会において天皇が持つ
意味と重みを理解し、天皇制と戦争責任を区別し、天皇制存続の必要性を訴えた。本論文で
は蔣介石の天皇・軍国主義認識を探るため国民政府の「戦犯リスト」を発掘・活用したが、
当初、昭和天皇を戦犯としてリストの筆頭に掲げたが、その後リストから天皇の名前を削除
した。天皇の利用戦略に傾いた米国の意向には逆らえなかったからである。一方、毛沢東は、
日本敗戦前夜の延安で、捕虜となった日本人兵士がどれだけ天皇を崇拝しているかを体感す
ると同時に、彼らの思想改造を担当した日本共産党幹部・野坂参三の影響を受けた。また実
際に一九七八年、昭和天皇と直接接した鄧小平は、「不幸な出来事もありました」と過去の
戦争を直視した平和主義的な天皇の姿に感動し、翌年から中国指導者が来日した際に天皇に
直接、訪中を要請する政策を取るようになった。
戦後日中関係において日本は天皇を「象徴」と過小視したが、中国は「元首」と過大視し
て「象徴」以上の権力と影響力を見出した。本論文ではそのギャップが持つ意味を検証した
上で、日本外交・日中関係にどう影響を及ぼしたかを論じたい。中国は昭和後期から平成初
期にかけて過去の歴史へのけじめとなる「お言葉」が期待される天皇訪中に固執したが、そ
れを実現させるための日中外交交渉は、天皇を通じた歴史清算、戦後処理、対日和解のプロ
セスであったと言えるのではないか。
二つ目の問題意識は、戦前・戦中、戦後の天皇の中国認識がどうであったか検証すること
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である。その際、「支那通」軍人らがどういう中国認識を持ったか、彼らの下克上・謀略体
質への不信を強めた昭和天皇の中国認識と比較研究することで、支那通の認識との間でどん
なズレや対立があったかを確認したい。戦後天皇の中国認識について、戦争に対する気持ち
や中国に行きたいという希望を理解した「中国通」外交官が、天皇訪中に向けてどう対中外
交交渉を進めたかについてもインタビューに基づき考察する。
三つ目の問題意識は、中国がなぜ天皇訪中にこだわったかという視点である。①戦争に対
する「和解」、②天安門事件による国際的孤立からの脱却という「戦略」、①天皇が訪中し
て国民向けに「お言葉」で歴史問題に区切りを付けて初めて元首同士の対等な関係を築ける
と考えた「元首外交」、①万世一系の天皇への「畏敬の念」という四つの視点から検証した。
〈研究対象と構成〉
 十三章で構成される。蔣介石が主導して作成した戦犯リストを主題にしたイントロダクシ
ョン的位置づけの第一章に続き、第二章から七章までは「戦前・戦中期」、日中敗戦のはざ
ま期を扱った第八章を経て、第九章から第十三章までは「戦後期」という構成になっている。
明仁天皇（現上皇陛下）は二〇〇九年十一月、即位二十年の記者会見で、昭和天皇の「誠に
不本意な歴史」の起点として張作霖爆殺事件を挙げた。筆者は、昭和天皇の戦前・戦中にお
ける天皇の中国に対する戦争責任への深刻な思いが、戦後になっても心の中に深い気がかり
として残ったと考えた。本論文では「戦争」から「和解」に向かう連続性を重視し、一九二
八年から九二年までの日中関係史にこだわった。
「戦前・戦中期」では中国認識をめぐり昭和天皇と支那通軍人を対立軸として描いたのが
特長で、第二章では満州を舞台にした張作霖爆殺事件、第三章では満州事変とその前後の軍
部クーデター事件「三月事件」「十月事件」、第四章は華北分離工作などを受けた中国ナシ
ョナリズムの高揚、第五章では日中全面戦争への展開、第六章では中国の誰を相手にした交
渉で戦争を決着させようとしたかをめぐる天皇と軍部・政府内の対立、第七章では日本敗戦
を迎え、戦火を交えた米国と中国が日本の軍人に協力を求めるという異質な時代を生き延び
た支那通軍人を扱った。「戦後期」では第八章で毛沢東の天皇観形成過程、第九章では野坂
参三の軌跡を追い、天皇制問題をはじめ野坂の日本戦後計画がその後の GHQ による憲法制定
作業に反映されたという視点を論じた。第十章では「戦犯」から「元首」へと転換した共産
党・毛沢東の天皇認識の変化、第十一章ではかつて中国侵略に関与した元軍人を中国に招待
した毛沢東外交の戦略性、大胆性、現実性を提起した。第十二章では昭和天皇の戦後中国認
識と、特異な中国通外交官・橋本恕に焦点を当てて「日本の中国通外交官」「日本の親中派
大物政治家」「中国の日本通指導者・外交官」という「トライアングル構造」の中で展開さ
れた日中外交の特質を考察した。第十三章では天皇訪中に至る政治交渉について論じた。
〈先行研究と本論文の独自性〉
日中両国で一九九二年の天皇訪中に関する外交文書は公開されておらず、「天皇訪中」や
「中国の天皇政策」に関する研究は本格化していない。戦前・戦中期からの日中関係史の中
で「天皇」に焦点を当て、天皇訪中に向けた外交交渉過程を論じた先行研究は見当たらない。
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本論文は、①日本、中国、台湾、米国に所蔵された外交記録や日記などを用い、特に国民
政府が作成した複数の戦犯リストを基に、蔣介石の天皇・日本軍人認識を分析した、①中国
外交部檔案館の外交文書により一九五〇年代の中国共産党政府の対日政策、天皇観、元軍人
訪中団の経緯などを詳しく追った、③外交文書が公開されていない天皇訪中については当時
外交の第一線にいた橋本恕をはじめ多くの元外交官らにインタビューし、政策決定過程を論
じた、①戦前・戦中期の新聞・雑誌を読み解き、中国との戦争に突き進む当時のジャーナリ
ズムを通じて時代の空気を探った、などの点で独自性があると考えている。
〈本論文の結論〉
結論としては「外交主体としての象徴天皇」という視点から総括を試みた。昭和天皇は戦
後になり、戦争責任の問題に苦悩し、贖罪の気持ちを中国側に伝えようと、「象徴」として
の制約の下、そのアプローチを工夫した。駐中国大使の信任状捧呈の際に直接、遺憾の意を
託したり、首相からの内奏の際に自身の中国認識を伝えたり、来日した中国指導者との会見
の際にこっそり訪中の希望を述べたりした。その気持ちは平成になっても天皇に引き継が
れ、天皇訪中は一九九二年十月、日中両国政府の政治交渉を経て実現した。明仁天皇が北京
で述べた「お言葉」である「我が国が中国国民に対し多大の苦難を与えた不幸な一時期があ
りました。これは私の深く悲しみとするところです」「戦争を再び繰り返してはならないと
の深い反省」は、天皇自らが手を入れた。また天皇、皇后両陛下は上海の繁華街視察の際に
は沿道に集まった市民と直接交流するため、車のスピードを落として走行するよう、訪中前
から侍従を通じて上海総領事に要望していた。
戦争から和解へ、中国政府は戦争責任があるとみなした天皇の中国訪問、お言葉を通じて
戦争の清算や対日和解を進めようしたが、天皇も、自ら主導した「お言葉」や市民との直接
交流を通じ、戦争の記憶を乗り越え、新たな日中関係をつくろうと考えたのではないか。市
民に寄り添い、同じ目線で触れ合い、両国国民の距離を縮めることを願ったという視点から
論じた。二〇一九年に退位した明仁天皇は、皇后さまと共に行った日本国内の被災地訪問や
旧日本軍の戦場への慰霊の旅などを「象徴としての務め」と位置づけ、日本国民からは新た
な「象徴天皇」の在り方として支持され、「平成流」と呼ばれた。平成期初期に実現した訪
中の際、上海で行った行動も、両陛下が戦争清算、戦後処理、対中和解を進める決意を持っ
ていた表れであると結論づけた。（了）
